
９/１１時間 ＜ＴＴで実施＞３ 指導案

学 習 活 動 教 師 の 指 導 ☆評 価場面

○ 健康に住まうための実験や実習をする。

確

か

①追究した生徒から方法を聞く ４分 Ｔ１ Ａ，Ｂ，Ｃの実験や実習がスムーズにい。（ ）

め ②体験する。話し合う （１５分） くように支援する。。

③記録する （６分） Ｔ２ Ｄ，Ｅ，Ｆの実験や実習がスムーズにい。

体験活動 くように支援する。

る

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

効果的な通風 湿気を防ぐ方 ダニを駆除す ダニを駆除す 騒音を防ぐ カビを除去

・換気の方法 法 る方法 る方法 方法 する方法

効率的な窓の 炭の除湿効果 効果的な掃除 ダニの嫌う しゃ音材や 薬剤の効果

開け方 を湿度計で測 機のかけ方と シソの葉を 吸収材の効 と安全な使

定とその利用 アレルゲンの 使った畳の 果を騒音計 い方

方法 測定 掃除の仕方 で測定

・ 各実験や実習で意欲的な態度や発言をして

いる生徒をチェックする。

・ 各実験や実習に消極的な生徒に声を掛けて

参加できるようにする。

○ 快適に住まうために，実習で分かったこ

とを基にして，各自の生活に生かしたいこ Ｔ１ 全員が話し合う隊形になれるように声を

とを出し合う。 掛ける。

・ 掃除機をゆっくり丁寧にかけよう Ｔ２ 話合いの隊形になれたかを確認し，まだ

・ 室内で洗濯物を干すのはできるだけやめ の生徒には個別に声を掛ける。

よう Ｔ２ 生徒の意見を板書する。

・ テレビの音は騒音になることもあるしテ

レビ番組で家族団らんになったりもする。

相手のことを考えて住まうことが大切だ

○ 外部講師の話を聞く。 ☆ 追究結果を積極的に伝えたり，実験や実習

・ 専門家としての安全で快適な住まい方 に参加し，意欲的に情報交換をしたりするこ

の工夫 とができたかを活動の様子やプリントから判

断する。

＜学び＞
家族が快適に
住まうための
方法を個々に
追究

＜生活＞
健康に住まうため
の知識や方法が十
分に理解されてい
ない生活実態

＜アクション＞
家族が健康に住まうための方法をつかむために，他
の生徒の追究結果（効果的な通風・換気の方法，湿
気を防ぐ方法，ダニを駆除する方法，騒音を防ぐ方
法，カビを除去する方法）を聞いたり，体験したり
する場をつくる。 （人・もの・こと）


